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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 （Ａ）下記一般式（１）
　　Ｒ１ＣＯＯ－Ｇｎ－ＳＯ３Ｍ　（１）
（式中、Ｒ１は直鎖又は分岐した炭素数５～２３の飽和もしくは不飽和の脂肪酸残基を表
し、Ｇはグリセリン残基を表し、ｎはグリセリン残基Ｇの重合度で１～１０の整数を表し
、Ｍは塩形成陽イオンを表す。）で表されるアルキルモノグリセリドスルホネートと、（
Ｂ）下記一般式（２）
　　Ｒ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｎ＋（Ｒ３）２－Ｑ－　（２）
（式中、Ｒ２は直鎖又は分岐した炭素数４～２２のアルキル基を表し、Ｒ３は炭素数１～
４のアルキル基を表し、Ｑは－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ３または－（ＣＨ２）ａＣ
Ｏ２、－（ＣＨ２）ｂＳＯ３（ａは１～３の整数を表し、ｂは２～５の整数を表す。）で
表される両性界面活性剤と、（Ｃ）下記一般式（３）および／または（４）
　　Ｒ４ＣＯＮ（Ｒ５）（ＣＨ２）ｃ－Ｔ （３）
　　Ｒ４ＣＯＯＭ （４）
（式中、Ｒ４は直鎖又は分岐した炭素数５～２３の飽和もしくは不飽和の脂肪酸残基を表
し、Ｒ５は水素またはメチル基を表し、ｃは１または２の整数を表し、Ｔは－ＣＯＯＭま
たは、Ｍは水素またはアルカリ金属を表す。）で表されるアニオン界面活性剤を含有する
洗浄剤組成物であって、該洗浄剤組成物中のアルキルモノグリセリドスルホネート（Ａ）
成分と両性界面活性剤（Ｂ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（Ｂ
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）＋（Ｃ））の配合量は、固形分中５０重量％以上であり、アルキルモノグリセリドスル
ホネート（Ａ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（Ｃ））と両性界
面活性剤（Ｂ）成分の配合比（（（Ａ）＋（Ｃ））：（Ｂ））は、固形分中で重量比（１
～５）：１である洗浄剤組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、洗浄剤組成物に関し、さらに詳しくは頭髪または皮膚等の洗浄に適した、泡立
ちに優れ、かつ使用感の良好な洗浄剤組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に洗浄剤組成物には、主基剤として高級脂肪酸塩（石けん）、アルキル硫酸塩、スル
ホン酸塩等のアニオン界面活性剤が多く用いられている。しかしながら、高級脂肪酸塩（
石けん）を皮膚洗浄剤として用いた場合、すすぎ時に石けんスカム（高級脂肪酸Ｃａ塩等
）を発生して肌に付着し、きしみやつっぱり感を生じるという欠点があった。これを改良
するために高級アルコール等の油分や、プロピレングリコール等の保湿剤を配合する試み
がなされているが、少量の配合では所望の効果が得られず、また多量に配合した場合には
泡立ちが著しく阻害されるという欠点がある。そこで石けんスカムを発生しないアニオン
界面活性剤の配合が検討されているが、少量の配合では所望の効果が得られず、また多量
に配合した場合には泡切れが悪くなり、ぬるつきを生じるなどの問題がある。一方、アル
キル硫酸塩、スルホン酸塩等を毛髪洗浄に使用した場合には、きしみやつっぱり感はない
ものの、泡切れが悪く、毛髪の滑りに乏しいなどの欠点がある。そこで、これらを改良す
るために高級アルコール、炭化水素、シリコーンなどの油分の配合が検討されているが、
少量の配合では所望の効果が得られず、また多量に配合した場合には泡立ちが悪くなるな
どの問題がある。そこでこれらの問題を解決するために、使用感に優れた特定のＮ－アシ
ルアミノ酸型界面活性剤を洗浄剤の主基剤として用いることが検討（特開昭５０－１５０
７０１、特開昭６３－２９６２）されているが、Ｎ－アシルアミノ酸型界面活性剤を洗浄
剤の主基剤として用いた場合には、起泡力の点で充分満足の出来るものではなかった。
【０００３】
【本発明が解決しようとする課題】
従って、本発明は、洗浄剤組成物に関し、さらに詳しくは頭髪または皮膚等の洗浄に適し
た、泡立ちに優れ、かつ使用感の良好な洗浄剤組成物に関する。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、（Ａ）下記一般式（１）
Ｒ１ＣＯＯ－Ｇｎ－ＳＯ３Ｍ　　　（１）
（式中、Ｒ１は直鎖又は分岐した炭素数５～２３の飽和もしくは不飽和の脂肪酸残基を表
し、Ｇはグリセリン残基を表し、ｎはグリセリン残基Ｇの重合度で１～１０の整数を表し
、Ｍは塩形成陽イオンを表す。）で表されるアルキルモノグリセリドスルホネートと
（Ｂ）下記一般式（２）
Ｒ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｎ＋（Ｒ３）２－Ｑ－　　　（２）
（式中、Ｒ２は直鎖又は分岐した炭素数４～２２のアルキル基を表し、Ｒ３は炭素数１～
４のアルキル基を表し、Ｑは－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ３または－（ＣＨ２）ａＣ
Ｏ２、－（ＣＨ２）ｂＳＯ３（ａは１～３の整数を表し、ｂは２～５の整数を表す。）で
表される両性界面活性剤と
（Ｃ）下記一般式（３）および／または（４）
Ｒ４ＣＯＮ（Ｒ５）（ＣＨ２）ｃ－Ｔ　（３）
Ｒ４ＣＯＯＭ　　　　　　　　　　　　（４）
（式中、Ｒ４は直鎖又は分岐した炭素数５～２３の飽和もしくは不飽和の脂肪酸残基を表
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し、Ｒ５は水素またはメチル基を表し、ｃは１または２の整数を表し、Ｔは－ＣＯＯＭま
たは－ＳＯ３Ｍ、Ｍは水素またはアルカリ金属を表す。）
で表されるアニオン界面活性剤を含有することで、上記要件を満たす洗浄剤組成物が得ら
れることを見出し本発明を完成させた。
【０００５】
すなわち、本発明によれば、洗浄剤組成物中にアルキルモノグリセリドスルホネート（Ａ
）成分と両性界面活性剤（Ｂ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（
Ｂ）＋（Ｃ））の配合量は、固形分中５０重量％以上であり、アルキルモノグリセリドス
ルホネート（Ａ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（Ｃ））と両性
界面活性剤（Ｂ）成分の配合比（（（Ａ）＋（Ｃ））：（Ｂ））は、固形分中で重量比（
１～５）：１である洗浄剤組成物を提供するものである。
【０００６】
【発明実施の形態】
以下に、本発明の洗浄剤組成物について詳述する。
本発明に使用される（Ａ）成分のアルキルモノグリセリドスルホネートは、アルキルグリ
シジルエステルと亜硫酸塩および／または亜硫酸水素塩を水中または水／低級アルコール
混合溶媒中で加熱、撹拌することで容易に製造できるものでよく、具体的には、カプリル
モノグリセリドスルホネート、ラウリルモノグリセリドスルホネート、ミリスチルモノグ
リセリドスルホネート、パルミチルモノグリセリドスルホネート、ステアリルモノグリセ
リドスルホネート、オレイルモノグリセリドエーテルスルホネート、ベヘニルモノグリセ
リドスルホネート等が挙げられる。アルキルモノグリセリドスルホネートのスルホン酸の
対イオンとしては、水素原子、ナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ金属、カル
シウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属、アンモニア、アルカノールアミン等のアン
モニウム類、アルギニン、リジン等の塩基性アミノ酸等が挙げられる。これらの中でもラ
ウリルモノグリセリドスルホネートが特に好適に用いられ、対イオンとしてのナトリウム
、カリウムが特に好適に用いられる。本発明では、これらのアルキルモノグリセリドスル
ホネートの中から１種又は２種以上を任意に用いることができる。
【０００７】
（Ｂ）成分の両性界面活性剤は、２－ヒドロキシアルキル－Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミンを
クロロ酢酸ナトリウム、クロロプロパンスルホン酸塩、１－クロロ－２－ヒドロキシプロ
パンスルホン酸塩等のベタイン化剤を、水中で加熱、撹拌することで容易に製造できるも
のでよく、具体的には、２－ヒドロキシカプリル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－
ヒドロキシラウリル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－ヒドロキシミリスチル－Ｎ，
Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－ヒドロキシパルミチル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン
、２－ヒドロキシステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－ヒドロキシオレイル
－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－ヒドロキシベヘニル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタ
イン、２－ヒドロキシカプリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホベタイン、２－ヒドロキシラウ
リル－Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホベタイン、２－ヒドロキシミリスチル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
スルホベタイン、２－ヒドロキシパルミチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホベタイン、２－ヒ
ドロキシステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホベタイン、２－ヒドロキシオレイル－Ｎ，
Ｎ－ジメチルスルホベタイン、２－ヒドロキシベヘニル－Ｎ，Ｎ－ジメチルスルホベタイ
ン、２－ヒドロキシカプリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタイン、２－ヒドロ
キシラウリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタイン、２－ヒドロキシミリスチル
－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタイン、２－ヒドロキシパルミチル－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルヒドロキシスルホベタイン、２－ヒドロキシステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロ
キシスルホベタイン、２－ヒドロキシオレイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタ
イン、２－ヒドロキシベヘニル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタイン等が挙げら
れ、２－ヒドロキシラウリル－Ｎ，Ｎ－ジメチル酢酸ベタイン、２－ヒドロキシラウリル
－Ｎ，Ｎ－ジメチルヒドロキシスルホベタインが特に好適に用いられる。本発明では、こ
れらの両性界面活性剤の中から１種又は２種以上を任意に用いることができる。
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【０００８】
（Ｃ）成分のアニオン界面活性剤としては、アミノ酸と脂肪酸クロライドとの縮合反応に
より得られるもので必要に応じて中和され使用されるものでよく、具体的には、カプリン
酸クロライド、ラウリン酸クロライド、ミリスチン酸クロライド、パルミチン酸クロライ
ド、ステアリン酸クロライド、オレイン酸クロライド、ベヘニン酸クロライド、ヤシ油脂
肪酸クロライド等の脂肪酸クロライドとグリシン、サルコシン、β－アラニン、Ｎ－メチ
ル－β－アラニン、タウリン、Ｎ－メチルタウリン等の広義のアミノ酸との反応物が挙げ
られる。また対イオンとしては、水素原子、ナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカ
リ金属、カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属、アンモニア、アルカノールア
ミン等のアンモニウム類、アルギニン、リジン等の塩基性アミノ酸等の中和物および／ま
たはカプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸
、ベヘニン酸、ヤシ油脂肪酸等の脂肪酸のナトリウム、カリウム、リチウム等のアルカリ
金属、カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属、アンモニア、アルカノールアミ
ン等のアンモニウム類、アルギニン、リジン等の塩基性アミノ酸等の中和物が挙げられる
。これらの中でもココイルタウリンナトリウム、ココイルメチルタウリンナトリウムおよ
び／またはラウリン酸ナトリウム、ミリスチン酸ナトリウムが特に好適に用いられる。本
発明では、これらのアニオン界面活性剤の中から１種又は２種以上を任意に用いることが
できる。
【０００９】
アルキルモノグリセリドスルホネート（Ａ）成分、両性界面活性剤（Ｂ）成分、アニオン
界面活性剤（Ｃ）成分の洗浄剤組成物中の配合量は、目的とする製品によって適宜決定さ
れ特に制限されるものではないが、洗浄剤組成物中アルキルモノグリセリドスルホネート
（Ａ）成分と両性界面活性剤（Ｂ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）
＋（Ｂ）＋（Ｃ））の配合量は、固形分中５０重量％以上であり、好ましくは５０重量％
以上であり、特に好ましくは８０重量％以上が好ましい。５０重量％未満では十分な起泡
性と洗浄効果が得られないことがある。
【００１０】
アルキルモノグリセリドスルホネート（Ａ）成分、両性界面活性剤（Ｂ）成分、アニオン
界面活性剤（Ｃ）成分の洗浄剤組成物中の配合比は、目的とする製品によって適宜決定さ
れ特に制限されるものではないが、洗浄剤組成物中アルキルモノグリセリドスルホネート
（Ａ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（Ｃ））と両性界面活性剤
（Ｂ）成分の配合比（（（Ａ）＋（Ｃ））：（Ｂ））は、固形分中で重量比（１～５）：
１であり、特に好ましくは（２～４）：１で配合するのが好ましい。アルキルモノグリセ
リドスルホネート（Ａ）成分とアニオン界面活性剤（Ｃ）成分の合計（（Ａ）＋（Ｃ））
の配合比が重量比５より多い場合は、満足のいく感触が得られず、１未満では洗浄剤組成
物として十分な泡立ちと洗浄効果が得られない場合がある。
【００１１】
本発明は、以上の各成分を特定の配合組成で混合することによって製造される。その配合
組成は、開発担当者が通常行っている配合試験によって決定することができる。
【００１２】
本発明の洗浄剤組成物には、発明の効果を損なわない範囲で、さらに洗浄剤に通常使用さ
れるアルキル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ポ
リオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、ポリオキ
シエチレンアルキルエーテルスルホコハク酸塩、アルキルリン酸エステル塩、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテルリン酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルモノエタノー
ルアミド硫酸塩、アルキルエチルエステルスルホン酸塩、高級脂肪酸塩などのナトリウム
、カリウム、マグネシウム、アンモニウム、トリエタノールアミン、アルギニン、リジン
等のアニオン界面活性剤、カルボキシベタイン型両性界面活性剤、アミドベタイン型両性
界面活性剤、スルホベタイン型両性界面活性剤、ヒドロキシスルホベタイン型両性界面活
性剤、アミドスルホベタイン型両性界面活性剤、ホスホベタイン型両性界面活性剤、イミ
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の非イオン界面活性剤、カチオン化セルロース、カチオン化グアガム等の陽イオン変性水
溶性高分子、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース等の水
溶性高分子、アルキロールアミド等の増粘剤、エチレングリコール脂肪酸エステル等のパ
ール化剤、ｄｌ－α－トコフェロール等の酸化防止剤、高級脂肪酸類、高級アルコール類
、炭化水素類、高級アルコール脂肪酸エステル、シリコーン類、動植物油脂類、香料キレ
ート剤、酵素、アミノ酸、薬効剤、保湿成分、抗炎症剤、殺菌剤、防腐剤、紫外線吸収剤
、有機および無機粉体、色素、香料などを必要に応じて配合することができる。
【００１３】
【実施例】
次に、本発明を実施例により更に詳細に説明するが、本発明は実施例に限定されるもので
はない。なお、配合量は重量％である。また、実施例１～２０及び比較例１～１０を常法
により調整し、効果の測定を以下の試験方法にて実施し、結果を表１～６に示した。
【００１４】
試験方法１（泡立ち、泡質（きめの細かさ））
調整した組成物を試料濃度１％溶液、３００ｍｌを作成し、ジュースミキサーで３０秒間
撹拌混合した直後の泡高を測定し（測定温度４０℃）、また泡質については、泡高測定後
の試料を目視で観察し、下記評価基準で評価した。
（泡立ち、泡質（きめの細かさ）の評価基準）
◎：泡高１６０ｍｍ以上で泡質（きめの細かさ）非常に良好
○：泡高１５５～１６０ｍｍで泡質（きめの細かさ）良好
△：泡高１５０～１５５ｍｍで泡質（きめの細かさ）普通
×：泡高１５０ｍｍ以下で泡質（きめの細かさ）不良
【００１５】
試験方法２（使用感（さっぱり感、滑らかさ））
調整した組成物を女性１０名の専門パネラーにて、使用感（さっぱり感、滑らかさ）を官
能的に比較し、総合評価と併せて下記評価基準で評価した。
◎：良いと答えた人が８人以上の場合
Ｏ：良いと答えた人が６～７人の場合
△：良いと答えた人が３～５人の場合
×：良いと答えた人が２人以下の場合
【００１６】
試験方法３（総合評価）
上記評価（泡立ち、泡質（きめの細かさ）の評価）（使用感（さっぱり感、滑らかさ））
結果をポイント制（◎：３ポイント、〇：２ポイント、△：１ポイント、×：０ポイント
）にしてその合計より、下記基準で評価した。
◎：９ポイント以上
○：６～８ポイント
△：３～５ポイント
×：２ポイント以下
【００１７】
【表１】
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【００１８】
【表２】

【００１９】
【表３】
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【００２０】
【表４】

【００２１】
【表５】
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【００２２】
【表６】

【００２３】
実施例１～２０及び比較例１～１０より明らかなように、本発明の洗浄剤組成物は、泡立
ち、泡質（きめ細かさ）、使用感（しっとり感、滑らかさ）にいずれも優れるものであっ
た。
【００２４】
【発明の効果】
上記記載のごとく、本発明は頭髪または皮膚等の洗浄に適した、泡立ち、泡質（きめ細か
さ）に優れ、かつ使用感（しっとり感、滑らかさ）の良好な洗浄剤組成物を提供すること
は明らかである。
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